
【重点施策１】多くの市民のまちづくり参加促進

　① 参加経験がない市民が約６割も　

　　○ 参加したい思いがあっても、参加に結び付いていない ○　地域の縁結び「まちづくりの総合情報発信」

　　○ 「多忙」、「情報不足」、「きっかけつかめず」が主な不参加理由 ○　地域コミュニティのさらなる活性化支援、地域の支え合い創出　　　ほか

【重点施策２】市民まちづくり活動を支える人づくり

　② 懸念される市民のつながりの希薄化

　　　市民同士のつながりの中で、安心感を持って住めるまちづくりが必要

○　まちづくりに関する総合的な人材育成

　③  コミュニティ活動の活性化には、参加しやすい環境が必要 ○　まちづくり人材育成 　　　　　　　　ほか

　　コミュニティ活動の参加要素は、時間、活動内容、責任 【重点施策３】活動の場となる施設の機能強化

○　地域に根ざした施設を活用した広報支援

○　市民活動サポートセンター及びまちづくりセンターの機能の充実　　ほか

【重点施策４】市民まちづくり活動の多様な連携を促進

○　（仮称）さっぽろまちづくりウイーク

○　さぽーとほっと基金登録団体連携促進 　　　　　　　　ほか

情　　報 　市に広報・情報発信の支援を期待 【重点施策５】企業による社会的課題解決型事業の促進

　 人材育成 　活動を支える人材確保・養成が課題

○　企業市民活動研究会

　 活動の場 　打合せや作業等が行える身近な場所への要望が多い ○　協働市場創設 　　　　　　　　ほか

【重点施策６】地域における多様なふれあいの場の創出

　　 財　　政 　さぽーとほっと基金への期待は大きい

　団体の８割以上が連携に前向き ○　地域の多様な交流の場設置促進

　連携のコーディネート・交流イベントなど、きっかけが必要 ○　はつらつシニアサポート事業 　　　　　　　　ほか

　　　　　　 【重点施策７】市民まちづくり活動を広げる寄附文化の醸成

町内会 　加入率低下や担い手不足が課題

　　

　社会貢献活動の未実施が過半数 ○　さぽーとほっと基金による助成

　理由は「経済的事情」と「多忙」 ○　（仮称）さぽーとほっと基金支える会の運営 　　　　　　　　ほか

　連　　携

　企　　業

３　基本計画の基本的な視点

 ◎ 市民まちづくり活動促進施策を総合的・計画的に推進すること
 ◎ 市民、事業者、市が一体となったまちづくりを進めること

 ○ 複雑・多様化した市民ニーズに対して行政だけで十分に対応することが困難

 ○ 町内会、ＮＰＯ、企業によるまちづくり活動がますます活発化してきている状況

 ○ 多くの市民がまちづくりに参加するためにはどうすればよいか（市民参加）

 ○ 市民・団体が活動をより充実させるにはどうすればよいか（活動の充実・発展）

 (1) 参加する市民の側から見た現状と課題

　効果的な情報提供、多様な活動の場づくり、身
近なことから段階的に関心が持てる取り組み、地
域等における交流の促進など、市民がまちづくり
活動に参加できる環境を整えます。

 (2) 活動団体側から見た現状と課題

　　 　団体数は増加傾向だが、会員10人未満の小規模団体や９年以下の
　　   活動年数の短い団体が多い（町内会を除く）

１　多くの市民が主体的に参加できる環境づくり

２　自立的な市民まちづくり活動の広がりを促進

［成果指標]
　市民まちづくり活動に参加経験のある人の割合
　　(H18：41%⇒H25：60%)

[成果指標]
　まちづくり人材育成講座修了者
　　（Ｈ25 ： 累計100名）

　まちづくりセンターにおける市の担当部局による説明会、
　出前講座等の会合の開催回数
　　（Ｈ25 ： Ｈ21調査件数から２割増）

[成果指標]

[成果指標]
　連携を行っている活動団体の割合
　　（H19 ： 62％ ⇒ Ｈ25 ： 70％）

[成果指標]
　企業市民活動研究会参加企業による、新たな社会貢献
　活動の創出　（Ｈ22 ： 累計30件）

[成果指標]
　さぽーとほっと基金への年間寄附金額
　　（Ｈ25：累計1億5千万円）

[成果指標]
　身近に交流・ふれあいの出来る場があると感じている市民
　の割合　（Ｈ25 ： Ｈ21調査結果から２割増）

　施策の効果的な実施のために、庁内における
横断的推進体制の整備、まちづくりセンターの機
能強化、計画の進行管理及び評価を行います。

　ＩＴによる交流の仕組みづくり、公共・民間施設
の有効活用、さぽーとほっと基金の助成メニュー
の多様化、人材育成の体系化など、情報、活動
の場、財政、人材の育成といった総合的な支援を
行います。

　本来の企業活動の中で取り組めるまちづくり活
動の提案など、企業の社会貢献活動の促進施策
を実施するとともに、企業と団体の交流・連携を促
します。

団体同士などが交流する場の設定や、協働関
係の普及促進、連携を進める人材の育成を行い
ます。

３　企業の社会貢献活動の促進

４　まちづくりを行うさまざまな主体の連携促進

５　計画の推進に必要な基本的な環境の整備

　① まちづくり活動団体の現状

　② 情報、人材、活動の場、財政など広範な活動上の課題

市民まちづくり活動促進基本計画（体系図）

１　基本計画の目的 ２　基本計画策定の背景

４　市民まちづくり活動の現状と課題 ５　計画の基本目標
６　市民まちづくり活動促進

に関する施策の方針
７　計画を推進するための重点施策
　　（今後５年間で重点的に取り組む施策）
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目標（２）

　多種多様な市民
まちづくり活動の
充実と発展

目標（３）

　市民まちづくり
活動の連携促進

目標（４）

　自主的・自律的
な市民まちづくり
活動の拡大と地域
力強化
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基本目標
「豊かで活力ある地域
社会の発展のために」
=市民が市民の活動を
支える“まちづくりの札
幌スタイル”の構築
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